
空港の指定管理者評価委員会 

 

                       

                    日時： 平成 30年７月 19 日（木） 

                         10 時 00 分～11時 00 分 

                      場所： 都庁第二本庁舎９階 ９Ｂ会議室 

                                       

 

                  次    第 

 

  １ 開 会       

２ 委員のご紹介、委員会の成立 

３ 委員長挨拶 

  ４ 議 事 

（１） 指定管理者の管理運営状況等の評価等について 

（２） その他 

  

５ 閉 会 

 

【配付資料】 

 評価委員名簿 

 座席表 

 空港の指定管理者評価委員会設置要綱 

 資料１「八丈島空港の管理について」 

 資料２「指定管理者の評価について」 

 資料３「空港の指定管理者に係る評価結果（一次評価）」 

 資料４「空港の指定管理者に係る二次評価（案）」 

 参考資料 ・八丈島空港指定管理年度実績（平成 29年度） 

      ・指定管理者アンケート結果（平成 29年度） 

      ・経営基盤計算書 
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空港の指定管理者評価委員会設置要綱 

 

制定 平成２９年５月３１日付２９港島管第８０号 

 

（設 置）  

第１ 東京都営空港条例（昭和３７年東京都条例第５３号。以下「条例」という。）

第１６条第２項の規定に基づき、条例第２条に規定する空港の指定管理者とし

て指定を受けた者（以下「指定管理者」という。）が実施した施設の管理運営

状況等を東京都港湾局長（以下「局長」という。）が評価するため、空港の指

定管理者管理運営状況等の評価委員会（以下「評価委員会」という。）を設置

する。  

 

（所掌事項）  

第２ 評価委員会の所掌事項は、次に掲げるものとする。  

  (1) 条例、東京都営空港条例施行規則（昭和３７年東京都規則第７６号）

その他の規程、空港指定管理者選定要項、空港の管理運営基準及び空港の

管理に関する基本協定等に基づく、指定管理者が実施した施設の管理運営

状況等の評価  

  (2) 特命要件の状況の継続に関して評価委員会に付議された事項  

  (3) 前各号に掲げるもののほか、評価を行うに当たり必要な事項  

 

（組 織）  

第３ 評価委員会は、次に掲げるもののうち、局長が委嘱する委員５名により組

織する。  

    (1) 東京都港湾局島しょ・小笠原空港整備担当部長（以下「島しょ・小笠

原空港整備担当部長」という。）  

(2) 東京都八丈支庁総務課長  

(3) 公認会計士（１名）  

(4) 学識経験者（２名）  

２ 委員長は、島しょ・小笠原空港整備担当部長をもって充てる。  

 

（委員長の職務及び代理）  

第４ 委員長は、評価委員会を代表し、会務を総理する。  



２ 委員長に事故があるときは、東京都八丈支庁総務課長がその職務を代理する。 

 

（任 期）  

第５ 委員の任期は、局長から委嘱を受けた日から当該委嘱に係る指定管理者の

評価について港湾局が公表する日までとする。  

 

（評価委員会）  

第６ 評価委員会は、委員長が招集する。  

２ 評価委員会は、委員の過半数の出席により成立する。  

３ 評価委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長

の決するところによる。  

４ 評価委員会は、非公開の根拠が、個人のプライバシー保護、企業秘密保護及

び法令等による公開禁止である場合を除き、原則公開とする。  

 

（守秘義務）  

第７ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

また同様とする。  

 

（庶 務）  

第８ 評価委員会の庶務は、東京都港湾局離島港湾部管理課において行う。  

 

（その他）  

第９ この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は、別

に定める。  

 

 附 則  

この要綱は、平成２９年５月３１日から施行する。  

    





指定管理者の評価について 

 

 

評価の目的 

○ 協定記載業務の履行、指定管理者が守るべき事項の遵守を確認 

○ サービス実施状況、利用者満足度等をチェックし、管理運営業務に反映 

 

 

 

 

評価の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次評価 

 （港湾局） 

 

管理運営状況の確認結果等を踏まえ、一次評価を行う。合

わせて、指定管理者の財務状況や特命要件の確認を行う。 

二次評価 

（評価委員会） 

 
施設の設置目的等を踏まえた上で、各種資料をもとに一次

評価の内容を検証し、管理運営状況や事業効果等について専

門的な評価を行うとともに、サービス水準の向上、効率的運

営等に関する助言を行う。 

総合評価 

（港湾局） 

 

 二次評価の結果に基づき、総合評価を決定する。 

利用者サービスの一層の向上 

施設運営の継続的な改善 

結果公表 

（港湾局） 

管理運営 

状況の確認 

 （八丈支庁） 

  

施設の日常の管理状況や業務報告書、利用者アンケート、

財務諸表等により、管理運営状況、利用者満足度、指定管理

者の財務状況等を確認する。 

 

施設名、評価結果、評価委員会委員の氏名等を web サイト

で公表する。 

 

資料２ 



別紙１-１

大 項 目 中 項 目

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 人員配置（配置数、配置箇所、専門性等） ×1 ○

 人材育成の取組（専門性向上、接遇向上等） ×1 ○

 施設の使用許可等（適正な手続き処理） ×1 ○

 場内管理（緑地管理等） ×1 ○

 施設管理（空港土木施設、航空灯火、空港内設備等） ×1 ○

 運用管理（運用業務、空港警備、鳥獣防除、駐車場等） ×1 ○

 施設の清掃 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 防災への配慮（安全管理活動を含む） ×1 ○

 防犯への配慮 ×1 ○

 緊急時対策（航空機不法奪等対策、救急患者ヘリ時間外対応を含
む）

×1 ○

 施設・設備管理に関する書類等の整理 ×1 ○

 事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 個人情報保護の取組（内部規定の策定、研修等） ×1 ○

 情報公開の取組（都への協力） ×1 ○

 各種法令等の遵守 ×1 ○

 利用記録等各種情報の管理 ×1 ○

 情報事故への対応 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 収支状況 ×1 ○

 経理処理 ×1 ○

 都有財産等（物品・現金等）の管理 ×1 ○

 経理・現金に関する書類等の管理 ×1 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 利用者サービス向上に向けた取組 ×2 ○

 利用促進への取組（広報、PR等） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 利用件数（環境の変化など外部要因を考慮） ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 職員の接客対応 ×2 ○

 施設設備の状況 ×2 ○

 利用条件 ×2 ○

水準を上回る 水準どおり 水準を下回る

2点 1点 0点

 施設の目的達成（関係機関との連携） ×2 ○

配 点

【評価の内容】

関係機関と連携を図り、円滑に業務を遂行した。

アンケートの接客対応項目（電話対応・窓口対応・徴収事務対応・全体の満億度）において、5段階評価で４以上の回答が非常に多かった。

制限区域内見学会や空の日イベントを主催し、利用促進への取組みを積極的に行った。

 利用の状況

 事業計画どおりの利用状況となっているか
配 点

【評価の内容】

事業計画どおりの利用状況となっている。

事業効果

 事業の取組

 事業計画どおりのサービスが提供されているか
配 点

【評価の内容】

 利用者の反応

 利用者の満足を得られているか。
配 点

【評価の内容】

 行政目的の達成

 行政と連携を図り施設の目的を達成しているか。

個人情報保護の取扱い、管理、適正管理のための研修等を実施し法令等を遵守している。

 適切な財務・財産
 管理

 適切な財務運営・財産管理が行われているか
配  点

【評価の内容】

現金の取扱いや貸与物品について、適切な処理および管理をしている。

年間事業計画に沿って適切に管理が行われている。
また、運用管理の鳥獣防除において新たな対策を検討・実施し鳥衝突件数減少に向け、積極的な取り組みを実施した。

 安全性の確保

 施設の安全性は確保されているか
配 点

【評価の内容】

管理瑕疵による事故はなく、緊急時対策に係る情報収集、訓練なども適宜実施し、安全性を確保している。

確     認    項    目

管理状況

 適切な管理の履行

 協定や事業計画に沿って適切に管理が行われているか
配 点

【評価の内容】

 法令等の遵守

 個人情報保護、報告等は適切に行われているか
配 点

【評価の内容】

※評価の基となった具体的な事項を、必ず記述してください。また、評価が該当する欄以外についても、記載すべき事項があれば、記入して下さい。 ※評価欄「優」「良」「可」「不可」にあるコメントは、評価の基準を表します。 ※特命により指定管理者を選定している場合、特命要件を挙げ、各

※評価の基となった具体的な事項を、必ず記述してください。また、評価が該当する欄以外についても、記載すべき事項があれば、記入して下さい。 ※評価欄「優」「良」「可」「不可」にあるコメントは、評価の基準を表します。 

資料３ 空港の指定管理者に係る評価結果（一次評価） 



別紙１-２

特 記 事 項

要 改 善 事
項 等

【一次評価結果】

【確認事項】

指 定 管 理
者

の 財 務 状
況

特 命 要 件
の 継 続

（１）　指定管理者による管理の対象となる施設は、東京の南方海上約２９０kmに位置する八丈町にあり、地理的に事業者の参入機会が限定される地域である。
（２）　当該施設は、専門的な知識が必要となる空港の運用・保安対策等に加え、航空機が安全運航するための管理運営が必須であるという特殊性があり、また、八丈
島と本土を結ぶ空港としての機能を損なわず適切に施設を管理するためには、当該施設に八丈島空港ターミナルを昭和５７年に設置し、業務を行ってきている八丈島
空港ターミナルビル株式会社（以下「HAT」という。）に指定することが最適である。
（３）　HATは、当該施設の安全及び維持の管理に十分な実績と空港管理・運用業務のノウハウを持ち、航空事業者等との利用調整の経験を有し、また、空港の保安対
策ではこれまで東京都と協力し対応を図ってきている。
以上、３つの特命要件について継続していることを確認した。

指定管理者の平成29年度の財務諸表により、、組織運営の健全性が確保され、事業継続に支障がないことを確認した。

43点以下
35点 47点以上 44点以上 31点以上 30点以下

S A+ A B

特になし。

特になし。

評 点

標 準 点
評価基準

一次評価結果

得   点

A
42点

46点以下



空港の指定管理者に係る二次評価（案） 

 

○施 設 名：東京都八丈島空港 

 

○指 定 管 理 者 名：八丈島空港ターミナルビル株式会社 

            （以下「ＨＡＴ」という。）（特命） 

 

○指 定 期 間：平成 28 年４月１日から平成 33 年３月 31 日まで 

 

 ○平成 29 年度評価結果 ：下表のとおり 

 

項  目 評 価 内 容 

二次評価 Ａ 

管理状況 

・年間事業計画のとおり実施されており、適切に

管理が行われている。特に、鳥獣防止対策につ

いて創意工夫が見られる。 

 

・個人情報保護の取扱い、管理、適正管理のため

の研修等を適切に実施している。 

 

・現金の取扱いや貸与物品について、適切な処理

及び管理・使用をしている。 

事業効果 

・ホームページを活用した空港の情報発信を行い、

空の日イベント・空港見学会などの取組を積極

的に行った。 

 

・利用者のアンケートについて、昨年度と比較し

て施設設備の状況・利用条件において、高評価

となった。 

 

・関係機関と連携を図り、円滑に業務を遂行した。 

 

資料４ 






















































































